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昨
年
６
月
２
４

日
に
交
付
さ
れ
た

法
改
正
の
う
ち
、
今

回
施
行
さ
れ
た
の

は
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
業
に
関
す
る
箇

所
。
主
な
項
目
は
Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
た
重

要
事
項
説
明
書
等

の
交
付
（
改
正
法
７

２
・
７
３
・
７
７
条

関
係
）
、
重
要
事
項

Ｉ
Ｔ
重
説
・事
務
報
告
も
可
能
に 

訴
状
に
よ
れ
ば
、

被
告
は
区
分
所
有

者
・
管
理
組
合
、
管

理
会
社
と
同
社
従

業
員
、
そ
れ
ぞ
れ
連

帯
し
て
損
害
賠
償

金
を
支
払
う
よ
う

求
め
た
。
計
７
０
０

万
円
の
慰
謝
料
支

払
い
も
求
め
て
い

る
。 区

分
所
有
者
に

は
土
地
工
作
物
所

有
者
も
し
く
は
占

有
者
と
し
て
責
任

を
負
う
、
と
指
摘
し

た
。 昨

年
２
月
に
国

土
技
術
政
策
総
合

研
究
所
が
行
っ
た

現
地
調
査
で
は
崩

落
に
つ
い
て
「
乾

湿
、
低
温
等
に
よ
る

風
化
を
主
因
と
し

た
も
の
」
と
報
告
。 

こ
の
点
か
ら
原

告
側
は
「
異
常
な
自

然
力
に
よ
る
誘
因

も
な
く
、
あ
る
日
突

然
風
化
に
よ
り
土

砂
が
崩
し
た
の
だ

か
ら
、
造
成
地
と
し

管
理
組
合
、
管
理
会
社
ら
を
提
訴 

約
１
億 

万
円
の
賠
償
請
求 
死
亡
生
徒
の 

遺

族 
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一
定
の
条
件
下
で
許
可 

て
通
常
有
す
べ
き

安
全
性
を
欠
い
て

い
る
」
と
し
、「
設

置
ま
た
は
保
存
の

瑕
疵
が
存
在
す
る
」

と
言
及
。
敷
地
を
共

有
す
る
区
分
所
有

者
を
工
作
物
所
有

者
も
し
く
は
占
有

者
だ
と
し
、
土
地
工

作
物
責
任
に
基
づ

く
損
害
賠
償
責
任

を
求
め
た
。 

「
管
理
組
合
は

共
用
部
分
の
占
有

者
で
は
な
い
」
と
結

論
付
け
た
上
級
審

の
判
例
が
あ
る
な

ど
の
点
か
ら
、
管
理

組
合
で
は
な
く
区

分
所
有
者
全
員
を

「
土
地
工
作
物
の

所
有
・
占
有
者
」
と

見
な
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。 

崩
落
し
た
斜
面
が

「
土
地
の
工
作
物
」

に
当
た
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
「
宅
地

造
成
地
も
自
然
の
土

地
に
人
工
を
加
え
て

作
っ
た
も
の
で
あ
る

か
ら
土
地
の
工
作

物
」
だ
と
し
、
崩
落

し
た
斜
面
を
含
む
敷

地
は
「
造
成
地
と
し

て
土
地
の
工
作
物
に

当
た
る
」
と
結
論
付

け
て
い
る
。 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷

説
明
を
不
要
と
す

る
管
理
委
託
契
約

（
７
２
条
関
係
）、

暴
力
団
員
等
の
排

除
（
４
７
条
、
８

３
条
関
係
）、
従
業

逗子・斜面 
崩落事故 

 

者
証
明
書
の
記
載

項
目
変
更
＝
生
年

月
日
削
除
（
施
行
規

則
別
記
様
式
）
な

ど
。 ３

月
１
日
以
降

実
施
が
認
め
ら
れ

た
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
た
管
理
事
務
報

告
書
に
つ
い
て
は

改
正
施
行
規
則
で

交
付
を
認
め
て
い

国
交
省
が 

解
釈
通
達 

地
に
つ
い
て
は
、
１

９
６
０
年
ご
ろ
、
地

山
が
市
道
工
事
の
た

め
切
土
。
道
路
脇
に

擁
壁
が
造
築
さ
れ
、

６
８
年
ご
ろ
造
成
地

と
し
て
造
成
以
降
手

付
か
ず
の
ま
ま
、
２

０
０
３
年
ご
ろ
マ
ン

シ
ョ
ン
の
建
築
が
申

請
さ
れ
「
当
初
の
造

成
地
の
形
状
を
維
持

し
た
ま
ま
建
築
が
許

可
さ
れ
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
敷
地
に
な
っ

た
」
と
経
緯
を
解
説

し
て
い
る
。 

２
面
に
つ
づ
く 

神
奈
川
県
逗
子
市
の
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
の
斜
面
が
崩
落
し
、
市
道
通
行
中
の
高
校
生
が
死
亡
し
た
事
故

か
ら
１
年
が
経
過
し
た
２
月
５
日
、
遺
族
が
マ
ン
シ
ョ
ン
の
全
区
分
所
有
者
と
管
理
組
合
、
管
理
業
務
を

受
託
し
て
い
る
管
理
会
社
ら
に
対
し
、
約
１
億
１
８
０
０
万
円
の
損
害
賠
償
等
を
求
め
て
横
浜
地
裁
に
提

訴
し
た
。
管
理
会
社
・
管
理
組
合
に
つ
い
て
は
善
管
注
意
義
務
違
反
に
よ
る
不
法
行
為
責
任
等
を
追
及
す

る
構
え
で
、
敷
地
の
保
全
責
任
を
誰
が
負
う
の
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。 

1800 

る
。 Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
た

重
説
・
管
理
事
務
報

告
は
法
令
等
の
改
正

で
は
な
く
、
通
達
で

実
施
を
認
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定
に
よ

り
現
行
法
上
実
施
が

可
能
、
と
す
る
法
的

解
釈
に
基
づ
く
も
の

だ
。 通

達
で
は
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
重
説
等
を
行

う
場
合
は
管
理
協
が

作
成
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
準
拠
し
た
方

法
で
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
と
し
た
。
書

面
の
電
子
化
に
つ
い

て
も
、
改
正
規
則
に

加
え
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
順
守
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

準
拠
し
な
い
方
法
で

重
説
等
を
行
っ
た
場

合
、
法
が
求
め
て
い

る
重
説
要
件
を
満
た

し
て
い
な
い
、
つ
ま

り
法
令
違
反
と
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
場
合
、
国
交
省

不
動
産
・
建
設
経
済

局
に
よ
れ
ば
「
監
督

処
分
の
対
象
に
な
る

場
合
も
あ
る
」
た
め
、

注
意
が
必
要
だ
。 

管
理
協
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
通
達
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
公

表
。
法
改
正
の
概
要

や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

内
容
を
解
説
す
る
動

画
も
公
開
し
て
い

る
。（
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
新
聞
１
１
６
４

号
） 

 

改正適正化法 
一部が施行 

こ
れ
ま
で
の
紙
に
代
わ
り
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
重
要
事
項
説
明
書
等
の
交
付
を
認
め
た
改
正
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
法
・
同
政
令
・
同
施
行
規
則
が
３
月
１
日
、
施
行
さ
れ
た
。
同
日
付
で
各
業
界
団
体

の
長
宛
て
に
出
さ
れ
た
国
土
交
通
省
不
動
産
・
建
設
経
済
局
参
事
官
名
の
通
達
は
、
従
来
対
面
が
原
則
と

さ
れ
た
重
要
事
項
説
明
・
管
理
事
務
報
告
に
つ
い
て
も
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
重
説
等
を
対
面
に
よ
る
重
説
等
と
同
様
に
扱
う
、
と
す
る
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
改
正
法
施
行

を
受
け
、
一
般
社
団
法
人
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
協
会
（
管
理
協
）
は
同
日
付
で
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
重
説
書

交
付
・
重
説
会
開
催
等
の
方
法
な
ど
を
示
し
た
、
国
交
省
監
修
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
・
公
表
し
た
。 

https://www.ito-mankan.com/


第 00077 号                                    2021 年（令和 3 年）3 月 25 日（隔月発行）（ 2 ）                             

 

編集後記 

管
理
組
合
へ
の
周
知
促
す 

公
表
資
料
に
よ

れ
ば
、
同
委
員
会
は

マ
ン
シ
ョ
ン
の
機

械
式
駐
車
場
を
使

用
中
に
自
動
車
が

落
下
し
た
事
故
に

つ
い
て
１
８
年
１

２
月
以
降
、
消
費
者

安
全
法
に
基
づ
く

事
故
原
因
調
査
の

申
し
出
を
３
件
受

領
。
原
因
調
査
の
必

要
性
を
検
討
し
調

査
は
実
施
し
な
い

結
論
を
出
し
た
が
、

検
討
で
得
ら
れ
た

事
故
原
因
な
ど
か

ら
再
発
防
止
策
を

ま
と
め
た
。 

申
し
出
が
あ
っ

た
事
故
は
①
出
庫

中
、
昇
降
運
搬
装
置

ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
が

破
断
②
出
庫
中
制

御
装
置
ま
た
は
モ

ー
タ
ー
の
不
具
合

が
発
生
③
出
庫
中

モ
ー
タ
ー
の
不
具

合
が
発
生―

の
３

件
。
３
件
と
も
パ
レ

ッ
ト
ご
と
自
動
車

が
落
下
し
て
お
り
、

事
故
原
因
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も

「
機
器
ま
た
は
部

品
の
経
年
劣
化
」
と

推
定
し
た
。 

委
員
会
で
は
、
不

具
合
が
起
き
た
機

器
が
、
駐
車
場
メ
ー

消
費
者
庁
の
消
費
者
安
全
調
査
委
員
会
（
中
川
丈
久
委
員
長
）
は
２
月
１
８
日
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
機
械
式
駐
車
場
で
発
生
し
た
事
故
の
再
発
防
止
策
を
ま
と
め
、
国
交
相
に

具
申
し
た
。
国
土
交
通
省
が
２
０
１
８
年
に
策
定
し
た
機
械
式
駐
車
場
の
維
持
管
理
指

針
に
示
さ
れ
る
点
検
項
目
の
見
直
し
や
、
製
造
者
に
対
し
て
、
定
期
的
に
交
換
を
推
奨

す
る
機
器
や
部
品
の
う
ち
経
年
劣
化
に
よ
る
不
具
合
が
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
危
険

性
が
高
い
も
の
に
つ
い
て
は
管
理
組
合
や
管
理
会
社
ら
に
リ
ス
ク
を
周
知
し
、
交
換
を

促
進
す
る
な
ど
の
対
応
を
求
め
た
。 

劣
化
で
事
故
リ
ス
ク 

高
ま
る
交
換
部
品 

再発防止策を提示 マンション機械 
式駐車場事故 

カ
ー
が
推
奨
す
る

定
期
交
換
対
象
品

だ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
交
換
推
奨

周
期
を
大
幅
に
超

え
て
継
続
使
用
さ

れ
て
い
た
点
に
着

目
。 保

守
業
者
か
ら

管
理
組
合
ら
に
交

換
は
推
奨
さ
れ
て

い
た
が
、
事
故
の
リ

ス
ク
は
説
明
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
点

も
踏
ま
え
「
定
期
交

換
対
象
品
を
長
期

使
用
し
た
場
合
の

リ
ス
ク
説
明
が
不

足
し
て
い
る
」
点
を

ま
ず
事
故
の
原
因

に
挙
げ
た
。 

他
の
要
因
と
し

て
、
各
設
備
は
国
交

省
が
策
定
し
た
「
機

械
式
駐
車
場
の
適

切
な
維
持
管
理
に

関
す
る
指
針
」
に
提

示
さ
れ
る
「
標
準
保

守
点
検
項
目
」
に
準

拠
し
た
内
容
の
点

検
が
３
カ
月
ご
と

に
実
施
さ
れ
、
異
常

が
な
か
っ
た
点
か

ら
点
検
項
目
内
容

に
問
題
が
あ
る
旨

も
提
示
し
た
。 

①
に
つ
い
て
は

ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の

う
ち
、
外
部
断
線
よ

り
内
部
断
線
が
早

く
発
生
す
る
も
の

の
場
合
「
目
視
点
検

等
に
よ
る
発
見
が

難
し
い
」
と
言
及
、

②
は
制
御
装
置
イ

ン
バ
ー
タ
ー
の
点

検
内
容
に
あ
る
機

能
点
検
に
「
具
体
的

な
内
容
が
示
さ
れ

て
い
な
い
」
、
③
は

「
安
全
上
重
要
な

ブ
レ
ー
キ
機
能
が

正
常
で
あ
る
こ
と

を
直
接
的
に
確
認

で
き
て
い
な
い
」

と
、
そ
れ
ぞ
れ
問
題

点
を
指
摘
し
た
。 

国
交
相
に 

意
見
提
出 

交
換
促
進 

メ
ー
カ
ー
に「
対
応
を
」 

消費者安全 
調査委員会 

１
面
の
つ
づ
き 

ま
た
、
当
初
の
マ

ン
シ
ョ
ン
開
発
業

者
が
実
施
し
た
擁

壁
の
地
質
調
査
結

果
で
、
０
３
年
時
点

で
調
査
し
た
斜
面

の
対
策
工
事
の
必

要
性
や
風
化
に
よ

る
強
度
低
下
が
指

摘
さ
れ
て
い
た
こ

と
も
明
ら
か
に
し

た
。 

◇ 

管
理
会
社
の
従

業
員
に
つ
い
て
は

管
理
委
託
契
約
上

の
善
管
注
意
義
務
違

反
に
よ
る
不
法
行
為

責
任
を
追
及
し
て
い

る
。 同

従
業
員
は
事
故

前
日
、
敷
地
巡
回
中

崩
落
し
た
斜
面
上
部

の
地
面
に
長
さ
約
４

㍍
・
幅
約
１
㌢
の
亀

裂
を
発
見
し
て
写
真

を
撮
影
。
そ
の
後
「
同

日
中
に
管
理
会
社
担

当
支
店
に
連
絡
、
担

当
者
に
対
応
を
相
談

し
危
険
情
報
を
共
有

し
て
い
た
」
と
す
る
。 

こ
う
し
た
状
況
か

ら
、
事
故
が
起
き
る

可
能
性
を
予
見
で

き
た
の
に
、
亀
裂
周

辺
や
そ
の
直
下
区

域
へ
の
人
の
立
ち

入
り
を
禁
止
す
る

と
い
っ
た
、
注
意
義

務
を
怠
り
必
要
な

対
策
を
取
ら
ず
「
漫

然
と
放
置
し
た
過

失
」
に
よ
り
、
斜
面

を
崩
落
さ
せ
生
徒

を
死
亡
さ
せ
た
、
と

し
た
。 

３
件
中
２
件
が
、

所
有
者
が
保
全
計
画

書
を
作
成
し
て
い
る

か
確
認
で
き
な
か
っ

た
、
保
守
業
者
が
指

針
の
存
在
を
知
ら
な

か
っ
た
、
と
い
っ
た

点
も
事
故
要
因
に
挙

げ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
要
因
を

踏
ま
え
再
発
防
止
策

で
は
、
点
検
項
目
の

見
直
し
な
ど
に
加

え
、
メ
ー
カ
ー
・
保

守
業
者
に
対
し
て
、

メ
ー
カ
ー
が
示
す
設

備
ご
と
の
設
計
耐
用

年
数
・
保
全
計
画
を

管
理
組
合
ら
に
説

明
・
提
出
す
る
よ
う

求
め
る
べ
き
、
な
ど

と
し
て
い
る
。（
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
新
聞
１

１
６
３
号
） 

管
理
会
社
に
は

従
業
員
同
様
の
善

管
注
意
義
務
違
反

に
加
え
、
従
業
員

の
使
用
者
責
任
も

併
せ
て
追
及
。 

現
場
は
土
砂
災

害
防
止
法
に
よ
る

土
砂
災
害
警
戒
地

域
に
指
定
さ
れ
、

事
故
直
前
の
２
０

年
１
月
に
は
県
に

よ
る
２
回
目
の
地

盤
調
査
が
行
わ
れ

て
い
た
点
か
ら
「
危

険
で
あ
る
こ
と
を

十
分
に
認
識
し
て

い
た
」
と
し
て
い

る
。 管

理
組
合
は
、
管

理
会
社
に
業
務
を

委
託
し
管
理
組
合

と
し
て
の
管
理
業

務
を
遂
行
さ
せ
て

い
た
点
か
ら
管
理

組
合
の
善
管
注
意

義
務
違
反
と
し
て

の
不
法
行
為
責
任
、

ま
た
管
理
会
社
従
業

員
の
行
為
に
つ
い
て

使
用
者
責
任
を
負
う

と
し
た
。 

原
告
側
は
使
用
者

責
任
を
負
う
使
用
者

が
複
数
い
る
場
合
も

「
各
損
害
賠
償
債
務

は
不
真
正
連
帯
債
務

と
な
る
」
と
述
べ
て

い
る
。（
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
新
聞
１
１
６
２

号
） 

善
管
注
意
義
務 

違

反

に

よ

る 

不
法
行
為
責
任
を
追
及 


